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文部科学省大学院教育改革支援プログラム
「メディカルゲノムサイエンス・プログラム」の目指すもの

オーミクス情報センター
（大容量生物情報時代をリードする研究拠点）

ゲノム科学の進展は、生命と人間を理解する

ための新たな基盤を提供し、医学・医療の

領域にも大きな変革が期待されています。メ

ディカルゲノム専攻は、まさにこの変革を担う

研究者・技術者の養成を使命として発足しま

した。本プログラムは、専攻のこの方向性を

さらに強化し、理工系出身者から、ゲノムに

基づく最先端の生命科学をもとに医

療の変革を志向する生命科学医科

学研究者・技術者を養成することを

目的としています。独自の「臨床医

療体験実習」は、「現代医療と医

療倫理」を事前教育に位置づけ、

倫理審査委員会の承認のもとで医

科研附属病院において実施され、

現在の医療を実体験する機会を提

供します。「研究室実習」と機動的に組み合

わせた「メディカルゲノムサイエンス研究法」は、

最先端の研究法の掌握を目指すものです。

「国際化演習」としては、「英語論文作成指導」、

「英語による研究発表会」、「海外の研究者に

よる先端的セミナー」等の機会を設けており、

研究発表会の優秀者には海外の学会で発

表する機会が与えられます。「指導実習」（博

士課程）では大学院生に指導する機会を与

え、将来の指導的立場を準備させることを目

指します。このプログラムの履修者は、単に

基礎科学の分野にとどまらず、ＴＲ研究や医

療と工学・情報学の融合研究の担い手となる

ことが期待されています。
生 命科学を少しでも勉強すると、ヒトも含めた地球

上の様 な々生物が高度で多様な機能を備えてい

ることに驚かされます。それらをもたらした「進化」とは

一体どのようなものなのか？という問いに魅せられて、私

は先端生命科学専攻の人類進化システム分野に入学し、

研究生活をスタートしました。

　昨年度、５年間にわたる大学院生活の末に博士課程

を修了し博士号の学位を取得しました。また、その成果

に対して、先端生命科学専攻博士論文特別奨励賞なら

びに新領域研究科長賞をいただきまして、大変光栄に

思います。指導教官である河村准教授には、この場を

お借りして感謝いたします。

　私は色覚の進化について研究してきま

した。網膜の視細胞には、異なる波長

感受性を有する複数種の光受容体が

存在します。それら光受容体による視

細胞の活性パターンにより光の「色」は

弁別されます。従って、生物の色覚は、

どれだけの種類の光受容体がどのよう

に網膜・視細胞において発現されるか、によって大きく

規定されます。霊長類と魚類は、共に光受容体遺伝子

の重複により色覚を進化させたことが知られていますが、

それら遺伝子の網膜における発現様式の進化は両系

統間で大きく異なるものでした。その結果、霊長類では

色覚の高次化が果たされた一方、魚類では時間・空間

的に異なる色感受性を使い分けるという、まったく違っ

た色覚機構が進化しました。これまで、それら遺伝子

の発現制御機構について、霊長類で、"LCR"と呼ばれ

る制御領域が獲得されたことが示されていましたが、魚

類については未知でした。そこで私は、魚類を代表して

ゼブラフィッシュにおける発現制御機構を研究したとこ

ろ、霊長類のときとまったく同様に"LCR"が機能してい

ることを発見しました。従って両者の本

質を説明するためには"LCR"だけでは

不十分であり、より深いレベルの理解が

必要であることが分かりました。本研究

は、これまでの色覚進化の理解の仕方

に再考を促す重要な知見となりました。

　私は、本研究を通じて、「比較」によ

って進化を理解することの重要性を学

びました。なぜなら、｢比較 ｣によってこそ、各 の々進化

過程の位置づけを知ることができるからです。単にそこ

で何が起きたのかを記述するだけでは、生物進化とは

何か？という問いに対する答えにはなりま

せん。そこに何らかの意味づけをして初

めて、進化にアプローチしたことになると

思います。私の研究も、魚類と霊長類と

いう大きく離れた系統間の比較により、

両者の色覚進化過程の裏に隠された本

質に迫ることができたのではないかと考

えています。

　今初夏には、スペインのバルセロ

ナで開かれた国際分子生物進化学

会 (SMBE 2008)に参加してきまし

た。私の研究はWalter M. Fitch 

Prizeという賞にノミネートされ、高

い評価を得ることができました。そ

の中で自分のメッセージを多くの人

に伝えることができたことは私の大

きな喜びでした。また、世界中のハイレベルな研究の数々

に、進化研究には様 な々形があるのだということを改め

て教えられ、非常に強い刺激を受けました。今後の研

究生活においても自分なりの進化研究をさらに深めてい

きたいと意を新たにしました。

オーミクス(Omics)とは、ゲノムやたんぱく質な

どの生物データの「すべて」を集約し、生命

現象を俯瞰的に理解する研究領域を言いま

す。昨今における、現行装置の100 倍以上

の高速解読能を有する次世代型DNAシーク

エンサーの実用化により、これまでとは桁違

いの量の生物情報を生み出すことが可能にな

り、それに基づいた次世代のオーミクス研究

が始まろうとしています。そして、この次世代

のオーミクス研究においては、これまでのよう

な個人やひとつの研究室単位で生物情報を

出したり解析したりする研究スタイルを維持す

ることがきわめて困難になるだけではなく、よ

り専門性の高いコンピュータ科学の技術と知

識が要求されると予想されます。そこで、東

京大学は、国内有数の高データ生産能力と高

インフォマティクス解析能力を融合した「オー

ミクス情報センター」を新領域創成科学研究

科・柏キャンパスに設

立しました。柏・本郷・

駒場・白金台の各キャ

ンパスとの全学的な連

携、学外諸研究機関

との共同研究を通じ、

日本の科学技術の発

展に貢献できる、研究

開発と研究支援を同

時に担う次世代型の

生命科学研究拠点の

構築をめざします。
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専攻での授賞式の後、指導教官の
河村准教授と記念撮影


